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会 議 録 

 

会議の名称 令和８年度 三郷市障がい者就労支援ネットワーク会議 

開催日時 令和８年 １０月８日（木） 
開 会 １４時００分 

閉 会 １５時３０分 

開催場所 三郷市本庁舎東側別館２階 第３会議室 

出
席
者 

構成機関 

（出席人数 ２０人） 

・草加公共職業安定所 雇用指導官 吉野 祐介 

・埼玉県障害者雇用総合サポートセンター 定着支援部門 根岸 智之 

・東部障がい者就業・生活支援センターみらい 就業支援担当  

松本 菜月 

・埼玉県立三郷特別支援学校 進路指導専任 飯森 恭介 

・埼玉県立三郷特別支援学校分校 進路指導主事 佐々木 詩以良 

・埼玉県立越谷特別支援学校 進路指導主事 愛甲 悠二 

・就労移行支援事業所ラ・ポルタ 就労支援員 小川 里沙 

・就労移行支援事業所カルディアみさと 管理者・サービス管理責任者 

 伊藤 智江 

・就労継続支援Ａ型事業所ブルースカイ三郷 サービス管理責任者 

 加島 純子  

・就労継続支援Ａ型事業所インスピリット サービス管理責任者 

 小座間 恵利菜 

・就労継続支援Ａ型事業所こころ サービス管理責任者 荒木 亮太 

・みさとメンタルクリニックデイケア 精神保健福祉士 齋藤 美弥 

・三郷市基幹相談支援センター 管理者 石田 めぐみ 

・三郷市障がい福祉相談支援センターパティオ 施設長 山田 一三 

・三郷市障がい者福祉相談支援センターみさと中央 相談支援専門員 

 鍋谷 哲彦 

・春日部厚生病院 高次脳機能障害者東部支援センター 作業療法士 

 矢野 剛寛 

・地域で共に生きるナノ 代表理事 谷口 眞知子 理事 丹 直人 

・発達障害者就労支援センタージョブセンター草加 センター長  

與那城 慶子、就労支援員 内田 浩貴 

事務局 

（出席人数 ５人） 

三郷市障がい福祉課 島村副部長兼課長、渡邉課長補佐 

障がい者就労支援係 光頭主幹兼係長、櫻井主査、明治主任 

次  第 

（１）高次脳機能障害者への支援について 

 講師：春日部厚生病院 高次脳機能障害者東部支援センター 

 矢野 剛寛 様 
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地域で共に生きるナノ 代表理事 谷口 眞知子様 

 理事 丹  直人 様 

（２）情報共有及び意見交換したいこと 

 

配布資料 

・次第、参加者名簿、三郷市障がい者就労支援ネットワークのイメージ図 

・春日部厚生病院 高次脳機能障害者東部支援センター：三郷市障がい者

就労支援ネットワーク会議、スタディーミーティングリーフレット 

・地域で共に生きるナノ様：中途障害（脳損傷）の方への就労支援、高次

脳機能障害研修会、高次脳機能障害者 支援制度と社会資源ガイド<ケ

アマネージャー向け> 

・草加公共職業安定所様：障害者雇用促進セミナーリーフレット 

・発達障害者就労支援センタージョブセンター草加様：発達障害者就労支

援センター ジョブセンターリーフレット、ジョブセンター草加パン

フレット 

会議の経過 

発言者 発言内容・決定事項 

事務局 

 

 

 

 

 

 

講師 

 

 

 

 

 

構成機関 

 

 

事務局 

 

構成機関 

 

 

構成機関 

 

資料確認、録音の了承 

１．開会 

 

２．挨拶 島村副部長兼課長 

 

３．議事 

（１）高次脳機能障害者への支援について 

 春日部厚生病院 高次脳機能障害者東部支援センター 矢野 剛寛 様 

 

地域で共に生きるナノ         代表理事 谷口 眞知子 様 

                      理事  丹  直人 様 

 

（２）各機関からの情報共有及び意見交換したいこと 

Ｑ.埼玉県障害者雇用総合サポートセンター：高齢者の相談数増加について、

どのような支援を行っているかなどの事例を知りたい 

Ａ． 

・障がい者就労支援係：登録者の平均年齢は上がっている。高齢者の就職先

は若い方に対して、少ないため、難しい印象がある。 

・三郷市障がい福祉相談支援センターパティオ：介護保険を併用して就労継

続支援Ｂ型事業所を利用している方や、就労継続支援Ｂ型事業所を利用しな

がら短時間就労している方がいる。 

・就労移行支援事業所ラ・ポルタ：定年が６０歳と言われることがあり、求

職活動が難航するが、本人のスキルなどが、マッチする場合もある。 
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構成機関 

 

 

構成機関 

 

 

 

 

 

事務局 

 

構成機関 

 

 

 

 

構成機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成機関 

 

 

 

構成機関 

 

 

 

 

 

事務局 

構成機関 

 

事務局 

・草加公共職業安定所：１０年前に比べると、高齢者の相談件数は増加して

いるが、高齢者を雇い入れる企業も増えている。 

 

Ｑ．三郷市障がい福祉相談支援センターパティオ：法定雇用率が上がり、常

用雇用者も範囲が拡大された。雇用率が目的化してしまうと、障がい特性や

合理的配慮の不十分で進み、本人の自己否定につながる心配がある。相談支

援センターとして出来ることは何か？就労選択支援を活用していくことな

ど、悩みがある。 

Ａ． 

・障がい者就労支援係：本市では、選択支援事業は行っていないため、その

うえで、各機関より意見を伺いたい。 

・埼玉県立三郷特別支援学校：吉川市が選択支援事業を行っている。2年生

時に評価を受けて、本人の適正な進路を選ぶ基準となる。基本的に申込制の

ため、保護者等が拒否をした場合には、行わない。事業を行っている自治体

でも評価の有効期限１年～２年と異なる。来年度は、就労継続支援Ａ型事業

所も該当となるため、各自治体の福祉課と話し合う予定。 

・埼玉県立越谷特別支援学校：通学範囲が広いため、各自治体でルールが異

なる。アセスメントを受ける場合、保護者が送迎を行わなければならない。 

 雇用率達成についても有用ではあるが、課題も多くあると感じている。高

次脳機能障害の生徒も若干数おり、その場合、選択支援事業によるアセスメ

ントは重要だと思う。全体として、本人の選択肢を広げるという点では、大

切な制度である。 

 越谷市は２事業所が選択支援事業を行うにあたって、市と会議をしてお

り、特別支援学校も参加をしている。春日部市は、基幹相談支援センターが

市役所の近くのため、協力し合える状況である。 

・埼玉県障害者雇用総合サポートセンター：県内でも、選択支援事業の実施

については、差が出てきている。各自治体共に、連携会議の調整が大変とい

う印象である。 

 

Ｑ．三郷市基幹相談支援センター：就労選択支援についての状況や方針があ

れば教えてほしい。春日部市が熱心に行っているイメージがあり、基幹相談

支援センターや就労支援センター、障がい福祉課が協議会を開いている。現

在は、２事業所が行っているが、今後は就労支援センターも行う予定と聞い

ている。 

Ａ． 

障がい者就労支援係：何か進展があれば、共有する。 

埼玉県立三郷特別支援学校：他市とあまり違いが無いよう、足並みをそろえ

ていきたいため、協力してもらいたい。 

障がい者就労支援係：他市の動向を確認しながら行いたい。 
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構成機関 

 

構成機関 

 

 

 

構成機関 

 

（３）各種資料について 

 各機関より資料の説明を行っていただき、修正や意見等を伺う。 

 

・草加公共職業安定所：高次脳機能障害者 支援制度と社会資源ガイド<ケ

アマネージャー向け>について、２４ページ公共職業安定所（ハローワーク）

の説明で、障害者手帳が必要となっているが、高次脳機能障害や発達障害の

診断を受けており、証明が出来れば専門援助機関で支援が可能である。 

・就労移行支援事業所カルディアみさと：昨年と今年で計２件ケアマネージ

ャーから相談が来ており、高次脳機能障害の資料が活かされて、つながって

いる。 

 

４．閉会 

 

 


